
 

「ＩＣＴ活用の課題とのその解決策について」（第４回資料１）に対する各構成員からの意見と対応案の整理 

 

原 案 修正案 意見要旨 

３（２）サービス利用等の各場面での ICT

の活用 

  

より具体的に、サービス利用申請、相談か

らサービスの利用、関係者との情報共有、

サービス提供者の行政との手続きの各段階

で ICT の活用場面を例示したものが（資料

９）である。 

既に実用段階のものあるが ICT 技術が進歩

した将来の姿として、より具体的に、サー

ビス利用申請、相談からサービスの利用、

関係者との情報共有、サービス提供者の行

政との手続きの各段階で ICT の活用場面を

例示したものが資料９である。 

・資料９は理想形での取組みであり、ICT の

導入・取組みのハードルを下げる記述を加

えてはどうか。 

～スマートフォン等の活用によりサービス

利用者等の状況の共有情報共有の効率化が

図られ、ひいては、サービスの質の向上が

図られるといった ICT 活用の効果が期待で

きる。 

また、スマートフォン、ウェアラブル端末

等の既存技術の活用によりサービス利用者

等の状況の共有や情報共有の効率化が図ら

れるといった効果が期待でき、ひいては、

アセスメントの効率化、サービスの質の向

上、アウトカム重視のサービス提供の推進

といった ICT 活用の効果が期待できる。 

・ICT の導入はアセスメントの効率化やサー

ビスの質の向上などの効果を生み、利用者

の要介護度の軽減のほか、アウトカム重視

のサービスの推進につながる面もある。 

４ ICT 活用の基本的考え方   

～地域における情報基盤の整備、情報セキ

ュリティの確保、必要な財源の確保が不可

欠であることは言うまでもないが、併せ

て、次の点が重要である。 

～地域における情報基盤の整備、情報セキ

ュリティの確保、必要な財源の確保が不可

欠であることは言うまでもないが、これら

に併せて、３で示した将来の地域包括ケア

システムを構築していくためには、次に掲

げる基本的な考え方をもとに、先端技術だ

けでなく、既存の技術の利用、応用により

身近なところから着実に ICT 活用の取組み

を進めていくことが重要である。 

・最先端技術だけでなく、既存の技術の利

用・応用により身近なところから ICT の取

組を進めることが必要。 

資料１ 



（２）マネジメント   

ICT の統合的な導入、活用のためには、それ

をマネジメントできるだけの人材や機能を

施設、地域に配置・整備する必要がある。 

ICT の統合的な導入、活用のためには、それ

をマネジメントできるだけの人材教育を行

うなどして介護施設等や地域に配置・整備

する必要がある。 

・新たに人材も持ってくることは難しいた

め、今、地域・施設等にいる人材を育成す

ることも重要。 

（４）既存技術の活用   

地域において ICT の活用を普及させていく

ためには、最先端の技術の活用だけでな

く、既に普及している技術の標準化を図る

とともに、地域の実情に応じて利用、応用

していくことが必要である。 

地域において ICT の活用を普及させていく

ためには、最先端の技術の活用だけでな

く、既に普及している技術の利用や標準化

を図るとともに、地域の実情に応じて本来

の利用効果に限らず複合的な効果を勘案し

ながら利用、応用していくことが必要であ

る。 

・利用者や家族、施設職員等が ICT を利用

しやすい仕組みをどう作っていくのか。 

・ICT 導入による効果が複合的に波及するこ

とを考慮することが必要。 

５（１）マネジメント人材の育成   

解決策：ICT 導入のためのガイドラインの作

成、普及 

    人材育成のための研修 

    外部機関の活用 

解決策：ICT 導入を円滑に進めるための手法

の普及 

    既存の施設管理者研修などに ICT

マネジメントに関する内容を追加    

社会福祉協議会などの活用 

 

・ガイドライン作成が目的となり、人材育

成につながらないことも、具体的な方法等

をイメージできる記載としてはどうか。 

・新たに研修を立てるのではなく、既存の

あらゆる階層・場面での研修の中に ICT に

関することを盛り込んでいくべきではない

か。 

・外部機関はどこを想定しているのか。 

・普通の人たちが知るきっかけを増やし、

身近なものを使おうとすることが重要。 

・利用者だけでなく、家族や周囲の支援者

の知識向上も必要。 

（２）ICT に関する情報の普及、情報格差  

解決策：ICT・介護ロボットに関する情報発

信の充実（情報サイトの整備な

ど） 

    ICT・介護ロボット普及のための人

材（コーディネーター）育成 

    情報格差をなくすための教育・相

談体制の充実 

解決策：ICT・介護ロボットに関する情報発

信（機器・技術・導入事例等）の

充実（情報サイトの整備など） 

    ICT・介護ロボット普及のための人

材（コーディネーター）育成 

    情報格差をなくすための教育・相

談体制の充実 

    社会福祉協議会などの活用  

 



（３）既存技術の活用   

解決策：既存技術を活用できる人材の育成 解決策：既存技術の応用事例に関する情報

の普及 

・人材育成のみではなく、身近にある技術

の活用方法や活用事例の情報提供が重要。 

（４）費用負担   

解決策：介護保険による対応（介護報酬に

おける ICT・介護ロボット利用の位

置づけの明確化） 

解決策：介護保険による対応（介護報酬に

おけるソフトウェア利用を含めた

ICT・介護ロボット利用の位置づけ

の明確化） 

    ICT・介護ロボット利用促進に関す

る通信会社等の民間サービスとの

協同（高齢者遠隔見守りサービス

など） 

・ICT はハード機器だけでなくソフトウェア

で提供されたものもある。また、これら費

用をどう考えるか。 

・民間サービスで高齢者の見守りサービス

も行われており、今後は例えば通信会社が

提供するサービスと協同することも考えら

れる。 

 


